
 

№13-108 講習会 

流体音の制御・静粛化 

（環境工学部門 企画） 
 

開催日 2013年 10月 30日(水) 

会 場 日本機械学会会議室 

  〔東京都新宿区信濃町35番地 信濃町煉瓦館5階／電話（03）5360-3500／JR総武線「信濃町」駅，

徒歩1分，http://www.jsme.or.jp/japanese/contents/01/11.html 〕 

趣 旨 情報機器や家電品の省エネ化・小型化を進めると，これらの機械装置の換気や冷却を担っている

各種の流体を高速流動させるので，流体音・空力音が大きくなります．自動車や鉄道車両の高速化に

おいても同様です．身の回りの小さな機器から，大きな産業機械やプラント設備においてまで，発生

する騒音の原因の半分近くが流体音であり，利用する流動現象が高速になるほど，流体音が顕著にな

ります．静粛な機械製品の提供のためには，流体音の制御・静粛化が不可欠です．流体音の基本メカ

ニズムから予測方法，制御技術・低減技術までを，事例に基づいて解説します．  

題目・講師 

 9.30～10.30／I．流体音の特性と発生メカニズム 

丸田芳幸（荏原製作所 OB） 

物体周囲の気流や配管内の流体の非定常な流動現象に伴って発生する流体音について，基本

的な発生メカニズムと特性が理解できると，流体音の原因解明と制御方法の立案が可能になる。

そのようなヒントになる情報を解説する． 

 10.40～11.55／II．流体音の数値解析 

飯田明由（豊橋技術科学大学） 

流体音の数値解析には幾つかの理論と手法が公開されており，それらの長所・短所を紹介し，

また，高精度なツールによる解析事例と実現象との比較から，流体音数値解析技術を使いこな

すための要点を解説する． 

 13.00～14.15／III．空力音の実験測定技術 

丸田芳幸(荏原 OB), 飯田明由(豊橋技科大) 

空力音の原因同定と対策案の実証のために模擬実験が有用であり，実験装置としての低騒音

音響風洞を利用する実験技術や流体と音響に関する測定技術を，経験に基づいて紹介する。 

 14.20～15.50／IV．流体騒音の制御・静粛化事例 

丸田芳幸（荏原製作所 OB） 

様々な流体機械や流体システムで発生した流体騒音を制御・静粛化した事例を紹介し，その

経験に基づいて，流体音・空力音の制御・静粛化技術の要点を解説する．併せて，失敗した事

例の原因も紹介する． 

 16.00～17.00／V．最近の空力音源制御手法 

飯田明由（豊橋技術科学大学） 

最新の流体計測技術と数値流体解析技術を併用して，空力音を制御する手法の最近動向やト

ピックスを，送風機や自動車などに於ける事例を交えて紹介する． 

 17.00～17.20／VI．Q & A 

飯田明由(豊橋技科大), 丸田芳幸(荏原 OB) 

流体音・空力音に関する様々なご質問に対して，講師 2 名が回答致します． 

 

 

聴講料 会員15 000円，会員外20 000円，学生員7 000円，一般学生10 000円． 

いずれも教材1冊分の代金を含みます．開催日の10日前までに聴講料が着金するようにお申し込

み下さい．以降は定員に余裕がある場合当日受付をいたします．なお聴講券発行後は取消しのお申

し出がありましても聴講料は返金できませんのでご注意願います． 

教 材 教材のみ希望の場合は，一冊につき，会員2,000円，会員外3,000円にて頒布いたします（教材は

終了後には販売いたしません）． 

申込方法 申込者 1 名につき，行事申込書（ http://www.jsme.or.jp/gyosan0.htm ）に必要事項を記入

しお申し込みいただくか，Web（ http://www.jsme.or.jp/kousyu2.htm ）からお申し込み下さい． 

〔担当職員 村山ゆかり〕 
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